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対談　伴襄×森井博30パーキング業界の明日

全日本駐車協会、東京駐車協会では活発に研修会
を実施。写真上は、6月に仙台で行われた河北新報
社論説委員長による講演会。下は3月に行われた
日産自動車追浜工場視察の模様
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森井 まずはプロフィールからお聞
かせください。
伴 1963年に大学を卒業し、建設省
に入省しました。来年で50年です
から、そろそろ半世紀経ちますね。
そのうちの35年は建設省、その後
は、住宅・都市整備公団（辞めた時
は今のUR都市再生機構に移行して
いましたが）、さらにその後は民間
都市開発推進機構などの公益法人に
おりました。
森井 建設省ではどんな仕事をされ
ていたんですか。
伴 現局勤務で最も長かったのは都
市局でしたね。その中で今はもうな
くなってしまいましたが、都市再開
発課の課長補佐を2年程勤めました。
そこで、駐車場法を所管していたん
ですが、都市再開発大改正の真っ最
中で、駐車場法はあまり勉強してお
りません。それでも駐車場との関わ
りは結構長いわけですね。
森井実は、当社の前身「再開発振興」
の名前は、伴さんがいらっしゃった
建設省の「都市再開発課」がルーツ
なんです。良い名前だということで、
先代の社長が建設省さんに許可を
いただいて付けさせていただきま
した。
伴 そうだったんですか。私と森井
さんにはいろいろ御縁があるわけで
すね。
森井 全日本駐車協会・東京駐車協
会の仕事はいかがですか。
伴 昨年の6月に就きましたから、も
う1年半近く経ちましたね。駐車場
業というのは公共的な道路空間を補

完する業種だから、非常に公共公益
的役割が高いと改めて実感していま
す。それがほとんど民間でやられて
いるわけで、もっと支援・助成措置
があっていいはずではないかと。
森井そうなるとありがたいですね。
伴 それと、とにかく駐車場協会の皆
さんが、非常にまじめで勉強熱心で
意欲的であるのには刺激を受けてい
ます。進取の気性に富んでいて、年
に2～3回は学識経験者や国交省、
警察庁、消防庁などから講師を招い
て勉強会をしたり、さまざまな場所
へ出かけて見学会を実施したり。最
近では電気自動車製造ライン、急速
充電装置、太陽光発電開発とその充
電装置等々の現場に出かけました。
しかもただ見ているだけではなくて
皆さん熱心に質問されるので、見学
会の現場は毎回かなりの熱気に包ま
れています。

森井 今は新しい技術がどんどん導
入されている時代にあたっていると
いうタイミングもあるのかもしれま
せんね。ここ2～3年は、全日本駐車
協会のメンバーさんにリーダーシッ
プをとっていただき、日本パーキン
グビジネス協会（ JPB）と合同で研
修会を行う機会も増えています。改
めて御礼申し上げます。
伴 JPBさんもかなり活発に活動さ
れているようですね。
森井以前に比べると、組織としての
力は高まっていると思います。直近
の大きな収穫のひとつが、全国のコ
インパーキングの分布数の実態調査
ができたことですね。以前は業者か
らの届出が徹底されていなかったの
で実態がつかめなかったのですが、
JPB会員企業さんの協力で詳細がつ
かめたんです。国土交通省さんから
も高評価をいただいております。

次代の主役となる団塊の世代を
見据えたビジョンを重視せよ
次代の主役となる団塊の世代を
見据えたビジョンを重視せよ
ゲ ス ト

一般社団法人全日本駐車協会 一般社団法人東京駐車協会 副会長
のぼる

伴 襄
団塊世代が65歳を迎え始めた今年は、新たな市場の開拓、拡大が期待された年となった。この世代は自動車社会の真っ只中に
育ち、免許保有率も高いだけに、パーキング業界にとっても重要な市場である。今後、この市場をさらに開拓していくための足
掛かりは何か。昨年、全日本駐車協会・東京駐車協会副会長となったキーマン・伴 襄氏から、有意義な提案をいただいた。
（収録：8月29日）

進取の気性に富む
全日駐に刺激を受ける

特集 パーキング業界の明日
『自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス』誌発行人・森井博が聞く
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全国の自治体では、
このようなマーク
で津波発生時の避
難ビルを指定して
いる

伴 駐車場のトピックでいうと、東日
本大震災の際、プレハブ駐車場が避
難場所として有効に機能したとい
う話がありましたよね。今、駐車場
の多機能化が盛んに叫ばれています
が、あの件には、もっと焦点を当て
るべきだと思うんです。
森井 3.11の際、被災地のプレハブ駐
車場は、一部が軽微な損傷を受ける
だけで済んだのですよね。堅牢だが、
壁がないために波をうまく受け流せ
る構造の賜物だったわけです。
伴 おっしゃるとおりです。大規模
なパチンコ店の自走式駐車場の屋上
に逃げた多くの方々が津波の難を逃
れて助かったという話を聞き、また
日本プレハブ駐車場工業会の会報誌
「ぷれぱ」でそのことを詳しく確認し
て、ああなるほど、こういうことが
あるのかと感銘を受けました。
森井 開放性があるからいつでも誰で
も駆け込めたことも幸いしました。
伴 3.11以降、懸念されている南海ト
ラフ巨大地震で津波が発生する恐れ
のある場所では、多くの津波避難ビ
ルが指定されましたね。見渡してみ
るとパチンコ店に加えて、旅館やホ

テル、デパート、スーパーなど数多
くの自走式プレハブ駐車場が津波要
避難地域にも存在していて、津波避
難ビルの候補です。
森井 駐車場業界に身を置く者とし
てはありがたい話であり、さらに貢
献していかなければならないと感じ
ますね。
伴 避難する場所として使うことに
加えて、非常用物資の備蓄倉庫、で
きれば自家発電装置を設置して災害
情報のキーステーションや救援活動
の中継基地にするなど、いろいろや
れば、プレハブ駐車場をより優れた
防災拠点に高めることができます。
森井 そうした機能の設置が、国土交
通省さんの指導要領に盛り込まれれ
ばいいですね。
伴 実現できるとしたら、公的な機能
を持つのだから、そこはきちっと助
成することが必要でしょうね。あ
るいは容積率を緩和して便宜を図る
とか。
森井 話は少し変わりますが、台湾の
ビルには地下に駐車場を設置する義
務が課されているんです。聞けば、中
国本土から何らかの攻撃を受けた場
合に備えて、有事にはその駐車場を
防空壕として使うというんですね。
伴 なるほど。その流れで言えば、日
本の場合は屋上など上層階部分は国
からの助成でつくり、平時は駐車場
として使って万が一災害が起こった
らそこを防災拠点に転用するわけで
すね。日本はこれからも災害と向き
合っていかなければならない宿命を
負った国ですから、そのくらいの姿
勢が必要でしょうね。そうすれば、
駐車場を見る市民の目も違ってきま
すよ。何と言ってもいざとなれば命

を救ってくれる、最も頼りになる施
設なんですから。
森井 自転車駐車場についても同じ
ことがいえると思います。伴さんが
評議委員会議長を務めていらっしゃ
る㈶自転車駐車場整備センターさん
でも多くの自転車駐車場をつくって
いますが、基本的な機能はあくまで
も自転車を停めることですよね。そ
こに災害対策用のスペースを付加
してはどうかと思うんです。最終的
には自治体の所有物になるわけで
すから、自転車駐車場＋防災拠点に
できれば、存在意義はさらに向上す
るはずです。さきほど伴さんがおっ
しゃったように、南海トラフ地震が
懸念される西日本の太平洋沿岸地域
などは、駐車場だけでなく自転車駐
車場についても防災機能の付加を考
えてもいいかもしれません。
伴 それは良いアイデアですね。車
の駐車場、自転車の駐車場、いずれ
にせよもっともっと感度を上げて新
しい付加価値について検討していく
姿勢が必要でしょう。
森井 そのとおりですね。

伴 それともうひとつ、今日、ご意見
をうかがいたかったのがシニアユー
ザーについてなんです。具体的には
団塊の世代ですね。
森井 今年2012年は、多くの団塊の
世代が65歳になって定年を迎え、巨
大な市場が本格的に姿を現した年で
もありました。あの世代は自動車社
会に育ち、車の免許の保有率も高い。
パーキング業界にとっては重要なお

防災拠点としての
プレハブ駐車場に期待

パーキング業界は高齢者の
運転支援を重視すべし
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同世代ということもあり、対談は大いに盛り上がった

6月に国土交通省で行われた、1～2人乗りの超小型モビリティの試乗
会に使用された車両。同省は超小型モビリティの導入に向けたガイドラ
インを発表している

客様に当たります。
伴 ところが、駐車場ユーザーが減る
という意味では困ったことなんです
が、最近は免許証の返納が増えてい
るというんですね。かつては「身分
証明書がなくなってしまう」という
理由で返納しない人は多かったので
すが、今年4月からは身分証明書に
なる「運転経歴証明書」が生涯有効
になったというので、返納に応じる
人が増えているそうです。
森井 となると自動車を手放す人が
増えることになりますね。
伴 そうなんです。本当に自動車の
運転に自信がない、危険を感じる人
が返納することはやむを得ないとは
思うのですが……実は、個人的なこ
とですが、私も最近車をこすってき
たりするものですから、家内に「返
納してしまったら?」なんて言われて
いる（笑）。ただ、仮に妻のアドバイ
スに従って返納したとしても、私は
都市部に住んでいるので車がなくて
も何とかなります。公共交通機関を
足代わりにすればいいですからね。
森井 そのとおりですね。バス、電車、
地下鉄、タクシー、選択肢は豊富に
あります。

伴 ええ。しかし、地
方では車を手放した
途端に動きづらくな
る場所はたくさんあ
ります。公共交通網
が整っている、手を
上げればすぐにタク
シーが止まる所なん
て限られているわけ
ですよ。その現実が
あるから、返納した
くてもできない高齢
者は少なくないと思うんです。
森井 なかには不安を感じつつも、車
を運転して買い物に出かけている方
もいるのでしょうね。
伴 コンパクトシティの中の歩いて
暮らせる場所は運転免許がなくても
いいのかもしれないが、それ以外は
ほとんど車がなければ生活できない
わけです。
森井 地方は一人一台が基本ですか
らね。一般的には安価で燃費の良い
軽自動車を使っています。
伴 そうなんです。そこで私は、これ
からは高齢者に対する運転支援が
もっと必要になっていくと考えてい
るんです。

森井 そのために着手すべきことは
何でしょうか。
伴 ふたつの案があります。まずひと
つめは、超小型モビリティ・電動シ
ニアカーの改良・普及です。6月に
国土交通省で一人～二人乗りの超小
型EVの試乗会がありましたね。あ
れは有望なソリューションになると
思っています。
森井 以前から高齢者用の小型モビ
リティはあって、既に多くの人に使
われていますが、最近ではさらに進
化していますね。次世代を見据えた
EVであることも良いですし。
伴 理想をいえば、さらなる技術開発
に期待したいところです。時々、オー
トマ車に乗っていた高齢者がブレー
キとアクセルを踏み間違えて死傷事
故を起こすケースがありますよね。
ああいう悲劇を防ぐためのテクノロ
ジーを搭載できないかと。
森井 その話を聞いて、レクサスの技
術を思い出しました。車道の両脇に
白線がありますよね。それに50cm
くらい近づくとピーピーと警報音が
鳴って、ドライバーに「白線に寄り
過ぎて危険です」と教えてくれる機
能なんです。それにもかかわらず、
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このような自転車専用レーンは少しずつ増えてい
る。さらなる普及を望みたいところだ

車がもっと白線に寄ってしまうと、
今度はハンドルが自動的に戻って車
を制御してくれるんですね。そのタ
イプのレクサスを小型に改良できれ
ば素晴らしい。私たちの世代なら、
少々お金を払ってもそうした安全機
能を優先する人が多いんじゃないで
しょうか。
伴 なるほど。そういえばゴルフの
カートの操作方法も検討に値するか
もしれません。ご存じのとおり、あ
のカートはアクセルを踏んでもバッ
クできないじゃないですか。その点
を活用して、前進とバックで操作方
法を変えるとか、ブレーキとアクセ
ルは違う音や目立つサインが出てド
ライバーに知らせるとかね。いずれ
にせよ、これからお隣の巨大市場・
中国も高齢化社会に入っていくわけ
ですし、この高齢者向け超小型モビ
リティは絶対に大きな潜在需要があ
りますよ。
森井 そうですね、海外でも展開でき
れば日本の新たな看板商品にできる
かもしれません。
伴 そして、高齢者に対する運転支援
策のふたつめは、自転車専用レーン

の普及拡大です。森井会長は年来、
歩道と車道との間のスペースにパー
キングメーターを廃止してでも、自
転車専用レーンをつくれと主張して
おられますね。私は大賛成です。自
転車のインフラは今一番貧弱ですか
らね。そしてそのレーンを、先述の
超小型モビリティにも使わせてもら
えるといいですね。
森井 なるほど。確かに自転車と超
小型モビリティなら、両者とも車に
比べれば遅いわけで、共存は可能か
もしれません。
伴 これから団塊の世代が、それも特
に都市部に住む高齢者がどんどんふ
えてゆきますね。私は、これから大
体65〜 85歳くらいの層を社会のひ
とつの標準として見据えていろいろ
仕掛けてゆくべきだと思います。既
に多種多様な業界がシニアマーケッ
トに参入しているわけですが、駐車
場業界も同様に重視していく必要が
あります。
森井 数字として具体的に65～85歳
の層を基準に据えるというのは分か
りやすいですね。幅は20年もあり
ます。そこには私も伴さんも含まれ
ていて、かなり人口も多いですし。
伴 しかも、比較的貯蓄があるといわ
れている世代ですからね。
森井 彼らの蓄えを、彼ら自身の生活
を快適にするために使ってもらえる
社会にしたいですよね。その点で
パーキング業界が貢献できることと
いえば、さっき伴さんがおっしゃっ
た、自転車専用レーンの普及を後押
しする声をあげていくことだと思い
ます。高齢者になって安全に自転車
や超小型モビリティに乗って移動で
きる走行空間ができれば、高齢者の

行動半径は拡大するはずです。ス
ポーツ、趣味、外食、散策を楽しむ、
友人に会うなどアクティブな高齢者
が増え、それに伴って経済効果が上
がることにも期待できます。
伴 自転車を日常的な移動手段に選
ぶ高齢者が増えれば、健康維持、医
療介護費用の減少などの副次効果も
生まれますね。
森井 ところで超小型モビリティと
いえば、ひとつ思い出したことがあ
ります。かつて日本の車は5ナンバー
が中心だったじゃないですか。特に
私たちの若い頃は5ナンバーが主体
で3ナンバーは国内を走る自動車の
3～5％しかなかったんです。
伴 ええ。3ナンバーといえば高級車
であり、ごく一部の人しか乗ること
ができませんでした。
森井 その当時、私は石川島播磨重工
業で立体駐車場の営業をしておりま
して、当然、車室のサイズはほとん
ど5ナンバーが対象でした。ところ
がご存じのとおり、時代が変わって
しまい、都市部を中心に大型高級車
やハイルーフが普及したのです。
伴 森井さんがつくった立体駐車場
に入らない車が増えてしまったと。
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森井 そうなんです。かつて納品し
たお客様から叱られているんです
よ。でも、超小型モビリティしかり、
さらには次世代を担う電気自動車も
ほとんどがコンパクトカーです。だ
から、私がつくった時代の立体駐車
場も復活するケースが増加しそうな
のはうれしいですね。

伴 そういえば駐車場に関して、ひと
つ身近に問題があります。
森井 といいますと?
伴 マンションの駐車場に空きが増
えている問題でして、実は私が住ん
でいるマンションでも起きていま
す。築後20年近くになる総戸数500
戸の団地ですが、一戸一台分の専用
駐車場が付いていることを売り文句
にしていたんですね。ところが、そ
の後どうなったかというと、住人が
年をとってきて「乗るのが億劫だ、
危険を感じる」といった理由で車を
手放す人が増えたんです。
森井 さっきの免許証返納の話と同
じ図式ですね。
伴 そうです。車を手放せば駐車場
は不要になりますよね。また、先ほ
どの森井さんの立体駐車場と同じで
ハイルーフが入らないタイプだった
ので、ハイルーフ所有者は外の駐車
場に出ていってしまう。そんなわけ
でマンションの駐車場に空きが増え
て料金収入が減ってしまったわけで
す。駐車場料金収入はマンションの
管理費の重要な資金源です。これ
をどう穴埋めするかが問題なわけで
す。これはうちのマンションに限ら

ず、都市部に増えている懸案です。
森井 マンション住人以外に貸すな
どの方法が考えられますね。
伴 それで借り手が付けば、とりあえ
ず収入は安定するのですが、半面、
マンション住人以外の人が敷地内や
駐車場内に出入りすることに難色を
示す人もいて未だ調整が難航してい
ます。
森井 確かにそれは難しい。とりあ
えずハイルーフが入らない問題に対
しては、駐車場を改修することが最
適なソリューションではないでしょ
うか。ただ、先ほど申し上げたとお
り、車のサイズは徐々にコンパクト
になってきていますから、この先は
それほど改修が必要なケースが増え
なくなるかも知れません。
伴 そうなってくれれば良いですね。
森井 では最後になりますが、今後の
駐車場の在り方について、他に提言
などはありますか。
伴 先ほどは高齢者について話題に
しましたが、加えて少子化という問
題もある。構造的にはこの先、駐車
場需要が減っていくことが確実な状
況のなか、ユーザーを開拓し確保し
てゆくには、ほかの駐車場との差別
化を図ってゆく必要があります。そ
の場合、重視すべきは、お客様への
ホスピタリティーじゃないかと思う
んです。言い換えれば、カスタマー・
オリエンテッド、お客様の目線です。
森井 なるほど、駐車場サービスにお
けるホスピタリティーというのは、
心に響く考え方ですね。
伴 この考えは、先日、ビル協の視
察団でアメリカに行った時に、よ
り確信しました。アメリカでは
BOMA（ボマ Building Owners 

and Managers Association）という、
ビルのオーナー等の団体が「ビル管
理の良し悪し」を判定する評価基準
を設定しているんですね。その基準
のひとつがテナントリレーション、
つまり、オーナーとテナントとの日
常的な関係が良好かどうかという項
目でした。なるほど、と感心したん
です。テナント料さえ払ってくれれ
ば後は知らん顔ではなく、日常的な
接触もしっかり行うことが大切だと
いうわけですね。日本の駐車場もス
ペースを貸しっ放しにするのではな
く、ユーザーの声を吸い上げ、ニー
ズをしっかりリサーチし、対応でき
れば、それが大きな魅力づけになる
のではないかと感じました。
森井 ユーザーとオーナーの良好な
関係が、やがては他社との差別化、
生き残りにつながるヒントを得る
チャンスを生むというわけですね。
確かに、駐車場にも当てはまる図式
です。本日の対談では、今後の駐車
場ビジネスを考える上で、多くの具
体的な示唆をいただくことができ
ました。どうもありがとうございま
した。

生き残りのポイントは
「ホスピタリティー」




